
（３）　校外学習・遠足の時

○看板、家屋の外壁からの落下・転倒物・高層ビルの窓ガラスの飛散から身を守るよう指示

○古い建物や建設中の建物、ブロック塀、石塀、自動販売機、地割れした道路、倒れた電

　　柱、垂れ下がった電線には近づかない。

○海岸や海辺周辺、川岸、橋の下にいる場合には、津波のおそれがあるため、高台など安

　全な場所へ迅速に避難する。津波の高さは１０ｍ以上のビルの高さとなって襲ってくること

　もあるので、十分注意する。

○山間部にいる場合は、山崩れや崖崩れ、落石が起こる可能性があるので、迅速に安全

　場所に避難する。

○最寄りの避難場所など安全な場所に避難誘導し、生徒の状況を確認する。

○負傷者の有無を確認する。

○生徒の不安緩和に努める。

○避難のさいに援助を要する者への対応には十分配慮する。

○落下物から身を守るなど、安全確保を図る。

○教職員の指示をよく聞き、勝手な行動はとらない。

○流言などの不確かな情報に惑わされず、落ち着いて行動する。

○負傷者が発生した場合には、応急救護にあたるとともに、必要に応じて地元の消

・ 　防署に通報し、医療機関への搬送を行う。

○建物の破壊等により生徒・教職員が生き埋めになった場合には、地元の消防署、

　消防団体に救出依頼をする。

○現地の教職員は、携帯電話等で学校に連絡し状況を報告する。

○状況によっては、現地の行政機関・消防機関等に状況を伝える。

○学校は、携帯電話により現地における被害状況の把握に努める。

○状況によっては、現地に救助・応援のため職員を派遣する。

○保護者にできるかぎり詳しい現地の状況を伝える。
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対応行動の例　　　　突然、大規模な地震が発生した場合
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　・現地情報の収
　　集

 学校災
害対策本
部
　設置

　・地形や状況を判断して、
安
　　全確保を指示する
　・ブロック塀や自動販売機な
ど
　　重量物から離れ、頭部を
保
　　護し、安全な場所に身を
伏
　　せる
　・交通機関を利用している

　・机の下にもぐり、
机
　　の脚をしっかり持
　　つ。
　・頭部を保護し、姿
　　勢を低くする。
　・危険性のあるもの
か
　　ら離れる。

総括本部

　・学校から教育
　委員会事務局
　へ報告
　・学校から保護
　　者へ連絡

　・揺れがおさまるのを待ち、
安
　　全な場所に避難させる

　

　・生徒の安全確認及び負
傷
　　者の応急手当
　・テレビ・ラジオ・電話等で
地
　　元の被害状況の把握

　・校舎等の安全な
場所
　　へ避難
　・頭部を保護しなが
ら
　　避難
　・「おかしも」を守る

　・学校へ連絡、状況を報告
し
　　指示を受ける
　・地元公共機関へ救援要
請

　＊県外での学習活動中
　　に、大規模な地震災害
　　が発生した場合は、学
　　校または教育委員会を
　　連絡をとり、指示をうけ


